
表記して、

表記して、

※直接持ち込みもできます。

（品目別にひもでしばってください。その他再生可能紙は紙袋に入れて出すこともできます。）

雑誌 その他
再生可能紙

1 港区の資源・ごみ
　港区では、大規模集合住宅の建設などによる人口の増加が続いており、事業活動も活発で
あることから、多量のごみが排出されています。ごみの減量を進めていくためには、ごみの
発生抑制や、分別の徹底によるリサイクルの推進が欠かせません。
　区では、区民の皆さんが出した粗大ごみや不燃ごみから、再生利用可能な金属類を手作業
で選別・回収しています。
　また、区の施設では、貴重な金属が含まれている携帯電話やゲーム機のほか、古着、廃食用
油、さらには有毒な水銀を安全に再資源化できるように蛍光灯を回収し、リユース（再使用）
やリサイクル（再生利用）しています。
　このほか、生産者や販売者等の事業者及び消費者に対して、ごみになるものを作らないリ
デュース（発生抑制）を呼びかけ、これら３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の取組を推進し、
限りある資源を循環させて環境への負荷を軽減する循環型社会の実現を目指しています。

ペットボトルのキャップ 弁当容器

私たちの暮らしと資源・ごみ

▲エコロジカルネットワークの将来像（2050年）

　港区には、「生きもの」の生息拠点となっている地域ゆかりの緑地や学校の緑、公園、
民有地の庭など、大小の様々な緑地がありますが、それらは街の中に点在しています。
　緑地が点在している状況は、「生きもの」にとって個々の小さな緑地の中に取り残され
た状態となり、エサを十分に得られなかったり、繁殖する場所が限られてしまうなど、生
息地として厳しい環境といえます。
　そこで、「生きもの」の生息拠点となる緑地を小規模な緑地や街路樹などの緑でつな
ぎ、街の中でも「生きもの」が移動しやすいようにすることで、「生きもの」が暮らしや
すい状況をつくる必要があります。このような生きものが移動できるようにつながれた状
態にある生息地のネットワークを、エコロジカルネットワーク（生態系ネットワーク）と
いいます。さまざまな生息拠点がつながりエコロジカルネットワークが形成されていくこ
とで、人と「生きもの」が共に暮らせる街になっていきます。

4 エコロジカルネットワーク
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出展：「港区ごみ排出実態調査報告書（平成30年度）」より
※端数処理の関係で合計が100％にならないことがあります。
※0.0と表示されている品目についても、割合としてはわずかに含まれます。

約3億5千7百万本分

プラスチック類 11.5％

陶磁器・石類 12.7％

生ごみ類 
30.6％

金属類 0.5％
びん・ガラス 0.6％

土砂・残土・灰 0.0％
有害・危険物 0.1％

小型家電製品 0.1％

金属類 25.0％

紙類 28.1％

ゴム・皮革類 0.6％

びん・ガラス 10.9％
有害・危険物 12.2％

小型家電製品 9.6％
草木類 2.5％

繊維類 6.5％

紙おむつ類 4.6％

その他可燃物 6.1％

ゴム・皮革類 2.0％

その他不燃物 8.6％

ごみ排出時外袋 2.0％

紙類 3.3％
草木類 1.1％

その他可燃物 0.4％

プラスチック類
16.8％

その他不燃物 0.1％
ごみ排出時外袋 
1.3％
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0

（t）

※内訳ごとに小数点以下を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
※管路収集とは、地下の専用輸送管から空気圧で搬送・収集する方法で、台場地区で実施されています。
※平成24年度から、区が収集した不燃ごみ・粗大ごみの中から、金属製品等を各中継所で選別し、資源として回収（ピックアップ回収）しています。
※平成28年度から、区が収集した粗大ごみの中から、木材を回収（ピックアップ回収）しています。

平成27年度

平成27年度 平成29年度平成28年度

年　度

（単位：ｔ）

ご
み
収
集
量

内

　訳

内

　訳

行
政
回
収

集
団
回
収

資
源
回
収
量

平成26年度
22,547 
2,664 
1,071 
4,392 
7,501 

743 

55  
5,663 
43 
174 
65 
176 
53,135 
47,185 

1,620 

2,273 

2,058 

平成29年度
22,417
2,527
1,156
4,286
7,083

1,285

61
5,485
48
218
65
203
53,258
47,943

1,500

2,303

1,512

平成28年度
22,620
2,569
1,080
4,372
7,174

1,218

53
5,646
46
203
52
207
52,467
47,199

1,491

2,236

1,540

可燃ごみ

不燃ごみ
（資源化量を除く）

管路収集

粗大ごみ
（資源化量を除く）

資源プラスチック
ペットボトル
びん・缶
古紙

不燃ごみ・粗大ごみ中の
金属製品等

その他
古紙
布類
金属類
びん類
その他

75,427

22,544

52,883

75,682

22,547

53,135

平成30年度

75,087

22,620

52,467

75,675

22,417

53,258

75,777

22,197

53,580

平成26年度

資源回収量

22,544 
2,608 
1,160 
4,246 
7,580 

584 

23  
5,933 
33 
151 
63 
163 
52,883 
46,993 

1,780 

2,204 

1,906 

ごみ収集量

繊維類 0.3％
紙おむつ類 0.3％

平成30年度
22,197
2,611
1,217
4,219
6,874

1,353

70
5,311
45
223
66
207
53,580
48,142

1,530

2,283

1,624

土砂・残土・灰 0.3％

生ごみ類 1.4％

陶磁器・石類 0.0％

港区の資源回収量・ごみ収集量
港区の資源回収量・ごみ収集量？

　　　約1,500トンになります。（平成30年度  港区の資源・ごみ量）  ▲港区リサイクル
　キャラクター エコル

製品民間施設で

から

港区では、平成20年10月からすべてのプラスチックを
「資源プラスチック」として回収し、リサイクルしています。

　食べ残し等、プラスチック以外の物質が付いているものは、資源プラスチックに出すこ
とはできません。古布でふき取るか残り水ですすいでから出してください。

　「容器包装リサイクル法」において分別
の対象となっているプラスチック製容器
包装と、それ以外の製品プラスチックを合
わせて「資源プラスチック」としています。

　区が実施しているプラスチックのリサイ
クルは、サーマルリサイクル（廃プラス
チックを燃やしてエネルギーを回収する）
をした場合に比べて二酸化炭素の排出量
が約8割少ない（平成21年度上半期ベー
ス）ことが明らかになっています。

二酸化炭素の削減効果

種類を問わず、すべて
同じ袋に入れて出して
ください。ごみ袋の中
でさらに小袋で小分け
にしないでください。

を区が回収します。

50,000

1,500
8,570

170トン

16.8

11.5%

8,400トン

⇒これを円グラフの数値にかけてみると…

（例）港区で１年間に収集される可燃ごみは約50,000トン、不燃ごみは

※平成30年度調査結果（円グラフの数値）より
　算出しているため、実際とは異なる場合があります。

※
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出展：「港区ごみ排出実態調査報告書（平成30年度）」より
※端数処理の関係で合計が100％にならないことがあります。
※0.0と表示されている品目についても、割合としてはわずかに含まれます。
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※内訳ごとに小数点以下を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
※管路収集とは、地下の専用輸送管から空気圧で搬送・収集する方法で、台場地区で実施されています。
※平成24年度から、区が収集した不燃ごみ・粗大ごみの中から、金属製品等を各中継所で選別し、資源として回収（ピックアップ回収）しています。
※平成28年度から、区が収集した粗大ごみの中から、木材を回収（ピックアップ回収）しています。
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港区の資源回収量・ごみ収集量？

　　　約1,500トンになります。（平成30年度  港区の資源・ごみ量）  ▲港区リサイクル
　キャラクター エコル

製品民間施設で

から

港区では、平成20年10月からすべてのプラスチックを
「資源プラスチック」として回収し、リサイクルしています。

　食べ残し等、プラスチック以外の物質が付いているものは、資源プラスチックに出すこ
とはできません。古布でふき取るか残り水ですすいでから出してください。

　「容器包装リサイクル法」において分別
の対象となっているプラスチック製容器
包装と、それ以外の製品プラスチックを合
わせて「資源プラスチック」としています。

　区が実施しているプラスチックのリサイ
クルは、サーマルリサイクル（廃プラス
チックを燃やしてエネルギーを回収する）
をした場合に比べて二酸化炭素の排出量
が約8割少ない（平成21年度上半期ベー
ス）ことが明らかになっています。

二酸化炭素の削減効果
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⇒これを円グラフの数値にかけてみると…

（例）港区で１年間に収集される可燃ごみは約50,000トン、不燃ごみは

※平成30年度調査結果（円グラフの数値）より
　算出しているため、実際とは異なる場合があります。
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※古紙は、民間の施設に直接持ち込み、リサイクルしています。

積み替えの際に、金属製品、小型家電製品、使用済み蛍光灯等を回収し、リサイクルしています。

焼却灰

リサイクル

残　渣溶
融
ス
ラ
グ

　港区内で回収した資源が搬入され、リサイクルできないものなどを取り除いたあと、びん（無
色・茶・その他に選別）は粉砕し、資源プラスチック（プラスチック製容器包装と製品プラスチッ
クに選別）、かん（アルミとスチールに選別）、ペットボトルは圧縮して再生工場に引き渡します。

収集してきた不燃ごみを大型車両に積み替える施設です。

※古紙については、平成23年10月より民間の施設に直接持ち込み、リサイクルしています。

⑦

る

・問い合わせは下記まで）

から

収集・運搬①
　港区内には約11,890か所（令和2年1月1日現在）の「資源・ごみ集
積所」があります。 みなとリサイクル清掃事務所では、家庭から出され
る資源やごみを地域ごとに設定した曜日に回収・収集し、港資源化セン
ターや港清掃工場などに運搬しています。

鉄回
収

焼
却
灰

（
セメント原

料
化
）

金属、使用済み蛍光灯

金属・木製品
回収

〈粗大ごみ〉
⑥新堀粗大ごみ中継所
　収集した粗大ごみはここで大型プレス車に積み替えて⑦粗大ごみ破砕処理施設へ運びます。
積み替えの際に金属系粗大ごみ（家電製品、金属製品等）、木製粗大ごみを回収し、リサイクル
しています。
⑦粗大ごみ破砕処理施設
　粗大ごみを細かく砕いて体積を小さくします。燃えるものは清掃工場に運び、再利用で
きる鉄等はリサイクルします。

最終処分⑧
　中間処理されたごみは、東京湾の「中央防波堤外側埋立処分場」・「新海面処分場」に
埋め立てられています。現在の処分場には限界があります。少しでも長く処分場を使うた
めに、ごみを減量することは、私たちの重要な役割となります。

●港清掃工場 団体見学（10名以上）、直接港清掃工場まで。
個人見学（９名以下）、毎月個人見学の日を設けています。
詳細は港清掃工場まで。 電話 5479-5300

●港資源化センター 団体見学のみ（原則10名以上）。
詳細はみなとリサイクル清掃事務所まで。 電話 3450-8025

●埋立処分場 （公財）東京都環境公社 電話 3570-2230

※上記の図はおおよその流れを示したものです。古紙等一部表示していないものがあります。
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※古紙は、民間の施設に直接持ち込み、リサイクルしています。

積み替えの際に、金属製品、小型家電製品、使用済み蛍光灯等を回収し、リサイクルしています。
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　港区内で回収した資源が搬入され、リサイクルできないものなどを取り除いたあと、びん（無
色・茶・その他に選別）は粉砕し、資源プラスチック（プラスチック製容器包装と製品プラスチッ
クに選別）、かん（アルミとスチールに選別）、ペットボトルは圧縮して再生工場に引き渡します。

収集してきた不燃ごみを大型車両に積み替える施設です。

※古紙については、平成23年10月より民間の施設に直接持ち込み、リサイクルしています。

⑦

る

・問い合わせは下記まで）

から

収集・運搬①
　港区内には約11,890か所（令和2年1月1日現在）の「資源・ごみ集
積所」があります。 みなとリサイクル清掃事務所では、家庭から出され
る資源やごみを地域ごとに設定した曜日に回収・収集し、港資源化セン
ターや港清掃工場などに運搬しています。
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（
セメント原

料
化
）

金属、使用済み蛍光灯

金属・木製品
回収

〈粗大ごみ〉
⑥新堀粗大ごみ中継所
　収集した粗大ごみはここで大型プレス車に積み替えて⑦粗大ごみ破砕処理施設へ運びます。
積み替えの際に金属系粗大ごみ（家電製品、金属製品等）、木製粗大ごみを回収し、リサイクル
しています。
⑦粗大ごみ破砕処理施設
　粗大ごみを細かく砕いて体積を小さくします。燃えるものは清掃工場に運び、再利用で
きる鉄等はリサイクルします。

最終処分⑧
　中間処理されたごみは、東京湾の「中央防波堤外側埋立処分場」・「新海面処分場」に
埋め立てられています。現在の処分場には限界があります。少しでも長く処分場を使うた
めに、ごみを減量することは、私たちの重要な役割となります。

●港清掃工場 団体見学（10名以上）、直接港清掃工場まで。
個人見学（９名以下）、毎月個人見学の日を設けています。
詳細は港清掃工場まで。 電話 5479-5300

●港資源化センター 団体見学のみ（原則10名以上）。
詳細はみなとリサイクル清掃事務所まで。 電話 3450-8025

●埋立処分場 （公財）東京都環境公社 電話 3570-2230

※上記の図はおおよその流れを示したものです。古紙等一部表示していないものがあります。
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　現代を生きる私たちには、未来の地球のために「循環型社会」を実現していくこ
とが求められています。循環型社会とは、これまでの大量生産・大量消費・大量廃
棄という社会のしくみを見直し、限りある資源を循環させ、廃棄物の発生を抑制し
て環境への負荷を軽減する社会のことです。この「循環型社会」を実現するための
キーワードが「3R（さんアール）」です。

　3Rの中で、最も大切なことがリデュースです。リユースやリサイクルの前に、ま
ずは、毎日の生活の中でごみを出さない工夫をすることが一番重要です。リデュー
スの簡単な方法には「必要な分だけ買う、簡易包装のものを選ぶ」があります。

★必要なものを必要な分だけ買いましょう。
★買い物にはマイバッグを利用し、レジ袋は断りましょう。
★簡易包装のものを選びましょう。
★食品の買いすぎ、食事の食べ残しを無くして、生ごみを減らしましょう。

　リデュースの次に大切なことがリユースです。リユースとは、ものを使い捨てに
せず、工夫して繰り返し使うことです。洗って何度も繰り返し使用できる牛乳やビ
ールなどのびんは、リユースの優等生です！

★まだ使えるけど不用になった物は、兄弟姉妹や友人・知人な
どにゆずったり、フリーマーケットやリサイクルショップ、
家具のリサイクル展（P48参照）などを利用したりして他
の人に使ってもらいましょう。
★洗剤やシャンプーなどは、詰め替え用の商品を選んで、容
器を繰り返し使いましょう。

　不用になって廃棄される物の中には、資源としてリサイクルできるものがたくさん含ま
れています。それらをリサイクルするためには、材質などによって正しく分別することが重
要です。また、リサイクルに適さないものは、その性質によって、可燃ごみや不燃ごみとし
て、燃やしたり砕いたり、最も適切な方法で中間処理した後、最終処分します。可燃ごみ
は、焼却の際の熱エネルギーを利用して発電を行い、焼却後の灰は、スラグという人工の
砂や、セメントの原料にリサイクルしています。
　これらの処理を効率的に行うためには、正しい分別が重要です。プラスチックなどリサ
イクルできるものはルールを守り、正しく分別してください。ご協力をお願いします。

　充電式バッテリー・ボタン電池やスプレー缶等の可燃性ガスは、清掃車の火災の原因となります。
●充電式バッテリーやボタン電池
　ごみとして出すことはできません。販売店にお持ちください。
●スプレー缶・カセットボンベ・ライター
　中身を使い切ってから、他のごみとは別の袋に入れ、「キケン」や「スプレー缶」
とごみ袋に表記（貼り紙）して不燃ごみに出してください。
※スプレー缶等に穴を開ける必要はありません。
　中身を使い切れない場合は、みなとリサイクル清掃事務所にご相談ください。

●食べ残し等の汚れを落としてから出してください。なお、汚れの落とせないプラス
チックはリサイクルできませんので、可燃ごみとして出してください。
●古紙はクリップや金具をできるだけはずしてください。
●ビニールコート紙、感熱紙、ノンカーボン紙等は、古紙としてリサイクルできないの
で、可燃ごみとして出してください。窓付き封筒は、窓の素材が紙であればそのま
ま資源に、紙以外であればその部分を切り取ってから資源として出してください。
●ペットボトルは、キャップとラベルをはずし回収ネットや中身の見える袋に入れてく
ださい。はずしたキャップとラベルは資源プラスチックとして出してください。
●飲食用のびん・かんは、残り水等ですすいで黄と青のコンテナへ直接入れてくだ
さい。びんのキャップははずしてください。
●飲み残しやごみ、吸い殻の入ったびん・かん・ペットボトルは、そのままではリサイクル
できません。内容物を適切に廃棄し、残り水等で軽くすすいでから、出してください。
●生ごみは水分をよく切って出してください。水分が多いと悪臭が発生したり、集
積所が汚れる原因となります。

●竹串は、先端を紙などで覆って出してください。
●包丁や電球、割れた食器などは、新聞紙等に包み
袋に「キケン」と表記して出してください。袋が破
けたり、収集員が怪我をする原因になります。
●スプレー缶やカセットボンベ、ライターなどは、必
ず中身を使い切ってから出してください。袋に「キ
ケン」と表記して、他の不燃ごみと別の袋で出して
ください。清掃車の火災の原因になります。

電話 3450-8025
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とが求められています。循環型社会とは、これまでの大量生産・大量消費・大量廃
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★まだ使えるけど不用になった物は、兄弟姉妹や友人・知人な
どにゆずったり、フリーマーケットやリサイクルショップ、
家具のリサイクル展（P48参照）などを利用したりして他
の人に使ってもらいましょう。
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器を繰り返し使いましょう。
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とごみ袋に表記（貼り紙）して不燃ごみに出してください。
※スプレー缶等に穴を開ける必要はありません。
　中身を使い切れない場合は、みなとリサイクル清掃事務所にご相談ください。

●食べ残し等の汚れを落としてから出してください。なお、汚れの落とせないプラス
チックはリサイクルできませんので、可燃ごみとして出してください。
●古紙はクリップや金具をできるだけはずしてください。
●ビニールコート紙、感熱紙、ノンカーボン紙等は、古紙としてリサイクルできないの
で、可燃ごみとして出してください。窓付き封筒は、窓の素材が紙であればそのま
ま資源に、紙以外であればその部分を切り取ってから資源として出してください。
●ペットボトルは、キャップとラベルをはずし回収ネットや中身の見える袋に入れてく
ださい。はずしたキャップとラベルは資源プラスチックとして出してください。
●飲食用のびん・かんは、残り水等ですすいで黄と青のコンテナへ直接入れてくだ
さい。びんのキャップははずしてください。
●飲み残しやごみ、吸い殻の入ったびん・かん・ペットボトルは、そのままではリサイクル
できません。内容物を適切に廃棄し、残り水等で軽くすすいでから、出してください。
●生ごみは水分をよく切って出してください。水分が多いと悪臭が発生したり、集
積所が汚れる原因となります。

●竹串は、先端を紙などで覆って出してください。
●包丁や電球、割れた食器などは、新聞紙等に包み
袋に「キケン」と表記して出してください。袋が破
けたり、収集員が怪我をする原因になります。
●スプレー缶やカセットボンベ、ライターなどは、必
ず中身を使い切ってから出してください。袋に「キ
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ください。清掃車の火災の原因になります。
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使用済み小型家電製品（携帯電話などの回収対象9品目）の拠点回収
　不燃ごみで捨てられている携帯電話などの使用済み小型家電製品に
は、有用金属（金・銀・銅などの貴金属やパラジウムなどのレアメタル）が
含まれているものがあります。区では、これらの使用済み小型家電製品
を資源として有効活用するため、有用金属のリサイクルを進めています。

　使用済み小型家電製品は区有施設13か所に設置してある黄色い回収ボックスに直接投入
してください。
※回収ボックスは各総合支所、芝浦港南地区総合支所台場分室、みなとリサイクル清掃事務所、エコプラザ、い
きいきプラザ（三田、飯倉、青山、白金台）、芝浦港南区民センターに設置されています（令和2年3月現在）。

【注意事項】 ● 携帯電話などの個人情報は消去してください。
 ● リチウムイオン電池などの電池類も取り除いてください。
※携帯電話などの個人情報は施錠や破砕処理などにより適切に管理します。

▲使用済み
小型家電回収ボックス

古着や使用済み蛍光灯、廃食用油の拠点回収を実施しています！
　家庭から出された古着、使用済み蛍光灯、廃食用油はリユース（再使用）やリサイクル
（再生利用）が可能なことから、資源として拠点回収を行うことで、再資源化の推進、ごみ
の減量に取り組んでいます。

古着の回収 洗濯された状態で、中身が見える袋に入れて回収ボックスへお持ちください。

○ 回収できるもの
・ リユースができる衣類全般  ※リユースが前提ですので、再度身に付けることが可能なものに限ります。
・ 靴及び靴下（左右揃っているものに限る。）、タオル、和服、帯等。
× 回収できないもの
・ 布団、座布団、カーペット等の敷物
・ ゴム・ビニール製品、会社の制服、ユニフォーム類、名前の入ったもの
・ 汚れがひどいもの、濡れているもの、ペット用に使用されたもの

使用済み蛍光灯の回収 直管型・円型蛍光灯を、購入した際に入っていた箱、または新聞紙に包んで、
割れないように回収ボックスにお持ちください。

廃食用油の回収 廃食用油を常温に冷ましてから、ジョウゴ等を使ってペットボトルなど密閉可能な容器
に移し替えて、キャップをしっかり閉めて回収ボックスにお持ちください。

（注）油は食用油に限ります。石油系のオイル等、食用以外のものは絶対に入れないでください。揚カスは入っていても構いません。
　　拠点回収場所は、区ホームページ又は「資源とごみの分別ガイドブック」をご覧ください。

リユース食器をご利用ください！

家具のリサイクル展を開催中です！

★資源とごみはルールを守り、正しく分別しましょう。  ★再生品を積極的に使いましょう。

★紙パックからはがき、廃油から石けん、端切れからぞうりなど、手を加え、別の物に
再生して使用することもリサイクルのひとつです。

再生品購入の
目安となるマーク

エコマーク グリーンマーク ペットボトル
リサイクル推奨マーク

そのⅢ…リサイクル（Recycle）「再生利用」
　ごみ減量のための、3つめの手段がリサイクルです。リサイクルは、資源をもう一度原料など
にして、再び利用することです。そして、リサイクルして作られた再生品を使用することで、資源
のリサイクルの輪が完成します。

　港区では、お祭り等のイベントで使われる紙皿やプラスチックパック
等のワンウェイ容器ごみを減らすため、洗って繰り返し使えるリユース
食器を貸し出しています。また、独自でレンタ
ルした場合を対象にレンタルに係る費用の
一部を補助しています。各事業の詳細は、区
ホームページをご覧いただくかみなとリサイ
クル清掃事務所にお問い合わせください。

家具のリサイクル展会場
港資源化センター（港区港南５－７－１）
開催時間：午前９時３０分～午後４時３０分
（日曜日・毎月第3木曜日、12/28～1/3は休館）

　港区では家庭で不用になった良質な木製家具等を査定
の上、状態が良いものについては無料で引き取っていま
す。粗大ごみに出す前に家具のリサイクル展を利用して
みませんか？引き取った家具は、家具のリユース（再使用）
を推進するため、家具のリサイクル展を通年で開催し、安
価で販売しています（千円から1万円まで、運搬料は自己
負担）。

※駐車場はありません。一般車両は立入できませんので、公共
の交通機関をご利用ください。

※詳しくは、区ホームページをご覧いただくか、家具のリサイク
ル展事務室にお問い合わせください。

港区ホームページ　https://www.city.minato.tokyo.jp/
家具のリサイクル展事務室　３４７２-８１８６

みなとリサイクル清掃事務所 電話3450-8025
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使用済み小型家電製品（携帯電話などの回収対象9品目）の拠点回収
　不燃ごみで捨てられている携帯電話などの使用済み小型家電製品に
は、有用金属（金・銀・銅などの貴金属やパラジウムなどのレアメタル）が
含まれているものがあります。区では、これらの使用済み小型家電製品
を資源として有効活用するため、有用金属のリサイクルを進めています。

　使用済み小型家電製品は区有施設13か所に設置してある黄色い回収ボックスに直接投入
してください。
※回収ボックスは各総合支所、芝浦港南地区総合支所台場分室、みなとリサイクル清掃事務所、エコプラザ、い
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 ● リチウムイオン電池などの電池類も取り除いてください。
※携帯電話などの個人情報は施錠や破砕処理などにより適切に管理します。

▲使用済み
小型家電回収ボックス

古着や使用済み蛍光灯、廃食用油の拠点回収を実施しています！
　家庭から出された古着、使用済み蛍光灯、廃食用油はリユース（再使用）やリサイクル
（再生利用）が可能なことから、資源として拠点回収を行うことで、再資源化の推進、ごみ
の減量に取り組んでいます。

古着の回収 洗濯された状態で、中身が見える袋に入れて回収ボックスへお持ちください。

○ 回収できるもの
・ リユースができる衣類全般  ※リユースが前提ですので、再度身に付けることが可能なものに限ります。
・ 靴及び靴下（左右揃っているものに限る。）、タオル、和服、帯等。
× 回収できないもの
・ 布団、座布団、カーペット等の敷物
・ ゴム・ビニール製品、会社の制服、ユニフォーム類、名前の入ったもの
・ 汚れがひどいもの、濡れているもの、ペット用に使用されたもの

使用済み蛍光灯の回収 直管型・円型蛍光灯を、購入した際に入っていた箱、または新聞紙に包んで、
割れないように回収ボックスにお持ちください。

廃食用油の回収 廃食用油を常温に冷ましてから、ジョウゴ等を使ってペットボトルなど密閉可能な容器
に移し替えて、キャップをしっかり閉めて回収ボックスにお持ちください。

（注）油は食用油に限ります。石油系のオイル等、食用以外のものは絶対に入れないでください。揚カスは入っていても構いません。
　　拠点回収場所は、区ホームページ又は「資源とごみの分別ガイドブック」をご覧ください。

リユース食器をご利用ください！

家具のリサイクル展を開催中です！

★資源とごみはルールを守り、正しく分別しましょう。  ★再生品を積極的に使いましょう。

★紙パックからはがき、廃油から石けん、端切れからぞうりなど、手を加え、別の物に
再生して使用することもリサイクルのひとつです。

再生品購入の
目安となるマーク

エコマーク グリーンマーク ペットボトル
リサイクル推奨マーク

そのⅢ…リサイクル（Recycle）「再生利用」
　ごみ減量のための、3つめの手段がリサイクルです。リサイクルは、資源をもう一度原料など
にして、再び利用することです。そして、リサイクルして作られた再生品を使用することで、資源
のリサイクルの輪が完成します。

　港区では、お祭り等のイベントで使われる紙皿やプラスチックパック
等のワンウェイ容器ごみを減らすため、洗って繰り返し使えるリユース
食器を貸し出しています。また、独自でレンタ
ルした場合を対象にレンタルに係る費用の
一部を補助しています。各事業の詳細は、区
ホームページをご覧いただくかみなとリサイ
クル清掃事務所にお問い合わせください。

家具のリサイクル展会場
港資源化センター（港区港南５－７－１）
開催時間：午前９時３０分～午後４時３０分
（日曜日・毎月第3木曜日、12/28～1/3は休館）

　港区では家庭で不用になった良質な木製家具等を査定
の上、状態が良いものについては無料で引き取っていま
す。粗大ごみに出す前に家具のリサイクル展を利用して
みませんか？引き取った家具は、家具のリユース（再使用）
を推進するため、家具のリサイクル展を通年で開催し、安
価で販売しています（千円から1万円まで、運搬料は自己
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　食べられるのに捨てられてしまう食品、いわゆる「食品ロス」は、国民一人一日あたり、
お茶碗１杯分（約139ｇ）発生しています。区では、区内で発生する「食品ロス」削減の
ための取組を実施しています。

食品ロス削減の取組

家庭版３０・１０運動
毎月30日「冷蔵庫クリーンアップデー」
●冷蔵庫の中にある、賞味期限や消費期限が近い食材や、傷み
やすい野菜・肉類を活用するようにしましょう。
毎月10日「もったいないクッキングデー」
●普段捨ててしまいがちな、野菜の皮等や余った野菜を使い、
別の料理にリメークしましょう。
●食材のまとめ買いはできるだけ避け、必要なものを必要な分
だけ購入しましょう。
●食材を使い切る調理法を実践しましょう。
●食品庫や冷蔵庫の中にある食材を、定期的にチェックしま
しょう。
●家庭でパーティーをする際には、食べきれる量を作るようにしましょう。

さんまる　　いちまる

フードドライブ
　まだ食べられる「未利用食品」を捨てないでください！食品ロス削減のため、フードド
ライブをご利用ください。
　フードドライブとは、家庭で余っている食品を集め、食品を必要としている人にフードバ
ンク等を通じて提供する活動です。港区では、フードドライブで集めた食品を、港区生活・
就労支援センター、港区子ども食堂ネットワーク及びフードバンクに提供しています。
受付日時　月曜～金曜（祝日を除く）8：30～17：00
■受付場所
　各総合支所協働推進課及び芝浦港南地区総合支所台場分室
　みなとリサイクル清掃事務所
■集める食品の条件
●包装や外装が破損していないもの 
●生鮮食品以外のもの 
●未開封のもの 
●びん詰でないもの 
●賞味期限の記載があり、2か月以上先のもの（米・塩等を除く） 
■次の食品が喜ばれます
　米（精米してから2年以内）、パスタ 、食用油、調味料（醤油、味噌、砂糖等）、
　インスタント食品、レトルト食品、缶詰（肉、魚、野菜、果物等）
■その他
●持ち込みは持参のみで、郵送での受け付けは行いません。
●区が引き取りに伺うことはできません。

▲港区リデュースキャラクター
　だんじろう（断辞郎）

港区食べきり協力店
　港区では、飲食店等から出される食品ロスの削減をめざし、「港区食べきり協力店登
録制度」を実施しています。
　ハーフサイズメニューの導入やごはんの量の調整など食べきれる量の工夫や食品ロス
を出さない取組を行っている飲食店等を区が登録しています。

港区食べきり協力店をご利用ください。
⇒　詳しくは区ホームページ　
　　https://www.city.minato.tokyo.jp/をご覧ください。

▲食べきり協力店ステッカー

　
　区民、事業者、区が協働・連携して、循環型社会の形成に向けた取組を進めるため、
平成１８年に「港区３Ｒ推進行動会議」を設置しました。同会議は区内のごみの減量や
リサイクルの推進のため、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に関する様々な
取組を実施しています。

港区３Ｒ推進行動会議

みなとエコショップ認定店
　ごみの減量・資源化に積極的に取り組む区内の小売店（売り場の延床面積1,000㎡
未満）を、「みなとエコショップ」として認定しています。
　みなとエコショップでの買い物は「みなとエコチャレンジ（P60参照）」の環境行動ポ
イントの対象となります。
　みなとエコショップ認定店、取組活動等については、区ホームページで紹介していま
す。また、みなとエコショップ認定店を随時募集しています。
（ホームページ：https://www.city.minato.tokyo.jp/unei/kurashi/ecoshop/）

認定ステッカー
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認定ステッカー
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環境について学ぼう
1 参加してみよう
　エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ
　環境にやさしい行動の実践を広く伝えるイベント「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ」を開催し
ています。港区、事業者、民間団体などの環境に関する取組の発表やパネル展示などのほ
か、体験型イベント（例：プラスチックを利用したリサイクル工作、自転車による発電体験など）
や区内事業者からの提供品などを出品するエコバザー、クリーンエネルギー自動車の展示、
環境にちなんだステージやクイズラリーなど、盛りだくさんのイベントです。
　第39回エコライフ・フェアMINATO2019は、令和元年5月18日（土）に区立有栖川宮記
念公園で「エコdeみなとく（特・得・徳）」をテーマに開催し、約4,400人の来場者でにぎわいま
した。エコライフ・フェアMINATOで排出した二酸化炭素はカーボン・オフセットしました。

▲開会式の様子 ▲体験型イベントの様子

▲バザーの様子 ▲ステージの様子

 「カーボン・オフセット」とは、日常生活や経済活動において避けることができないCO2（二酸
化炭素）等の温室効果ガスの排出について、排出量の削減努力をしたが、それでも排出される
温室効果ガスについて、他の場所での削減・吸収量で埋め合わせ（オフセット）することです。
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　平成12年6月、「循環型社会」に変えていくための法律「循環型社会形成推進基本法」
が制定されました。この法律は、廃棄物対策とリサイクル対策を総合的かつ計画的に推進
するものです。ごみの処理やリサイクルの取組についての優先順位を定めたものですが、
やはり「3つのＲ」を守っていくことが基本となっています。私たちの身近なところから
生活を見直し、「循環型社会」を作りましょう。

区の取組
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